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【要  旨】  
高ホモシステイン血症は心血管疾患の発症に関連する重要かつ可逆的な危
険因子である。成人腎移植レシピエントにおける血漿ホモシステインと血漿葉
酸に関する報告はあるが、思春期及び若年成人における報告は少なく、食事性
葉酸摂取量はいずれの年齢においても報告がない。我々は小児期に腎移植を受
けた思春期及び若年成人を対象とし、食事性葉酸の管理の必要性を検討するた
めに高ホモシステイン血症の出現率、血漿葉酸レベル、食事性葉酸摂取量を調
査した。調査対象 89 例中 60 例 (67.4%)に高ホモシステイン血症、14 例 (15.7%)
に血漿葉酸欠乏を認めた。血漿ホモシステインを従属変数、カルシニューリン
阻害薬の種別、腎移植年齢、移植前透析期間、移植後経過期間、推算糸球体濾
過量（ estimated glomerular filtration rate: eGFR)、血漿葉酸を説明変数と
し、ステップワイズ法による重回帰分析を行った結果、 eGFR、血漿葉酸が独立
した説明変数として選択された。さらに eGFR60 ml/min/1.73 m 2 以上で食事制
限のない患者 16例中 11例 (66.8%)の葉酸摂取量は日本人の食事摂取基準推奨量
を下回っていた。高ホモシステイン血症、血漿葉酸欠乏の出現率ならびに葉酸
摂取量から、小児期に腎移植を受けた思春期、若年成人腎移植レシピエントに
対する食事性葉酸の管理の必要性を示した。                                     
                                                                 
